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１．当四半期決算に関する定性的情報

（1）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う反動減がみられるものの、全体とし
て緩やかな回復基調にあります。顧客側のIT投資意欲にも回復傾向がみられます。
このような状況の中、当社グループは、既存顧客向けのシステム開発や社会保障・税番号（マイナンバー）対応

に係るシステム開発支援等を行うとともに、iPhone/iPad/Windowsタブレットを利用した電子決済ソリューション
（「Incredist」及び「ペイメント・マイスター」）の販売・提案活動に注力いたしました。
しかしながら、エンジニアの体制拡大が計画通り進まず、引合いに十分対応できなかったこと、並びに、電子決

済ソリューションの大口顧客向け案件の期ずれ等により、売上及び営業損益は計画を下回ることとなりました。
以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は897百万円（前年同期比43.6％減）、営業損失は142百

万円（前年同期は営業利益230百万円）、経常損失は134百万円（前年同期は経常利益227百万円）、四半期純損失は
134百万円（前年同期は四半期純利益192百万円）となりました。

（単位：百万円）

 
当第３四半期

連結累計期間

前第３四半期

連結累計期間

前年同期比

増減額 増減率

   Ｃ＆Ｓ事業(*) 427 424 2 0.6%

   サービス事業 465 1,166 △701 △60.1%

   ＥＣソリューション事業 6 － 6 －

   調整額 △2 － △2 －

 売上高 897 1,591 △694 △43.6%

   Ｃ＆Ｓ事業(*) 0 23 △23 △97.9%

   サービス事業 22 360 △337 △93.7%

   ＥＣソリューション事業 △8 － △8 －

   調整額 △157 △153 △4 －

 営業利益 △142 230 △373 －

 経常利益 △134 227 △362 －

 四半期純利益 △134 192 △327 －

 （*）Ｃ＆Ｓ事業：コンサルティング＆ソリューション事業

セグメントの業績は次のとおりであります。

①コンサルティング＆ソリューション事業
コンサルティング＆ソリューション事業においては、既存顧客を中心としたシステム開発及び保守、自治体向

けのコンサルティング、並びに社会保障・税番号(マイナンバー)対応に係るシステム開発支援等を行いました。
引合い状況は堅調に推移しておりますが、エンジニアの採用及び外注パートナーの確保に苦戦し、当初計画し

た人員体制を構築できず、引合いに十分対応できなかったこと等により、売上及び営業利益は計画を下回ること
となりました。
以上の結果、売上高は427百万円（前年同期比0.6％増）、営業利益は0百万円（前年同期比97.9％減）となりま

した。

②サービス事業
サービス事業においては、iPhone/iPad/Windowsタブレットを利用した電子決済ソリューション(「Incredist」

及び「ペイメント・マイスター」）の販売・提案活動に注力致しました。
前期納品した大型案件の追加受注及び保守対応による売上を計上しましたが、新規の大口顧客向け案件がテス

ト店舗での稼動はしたものの、お客様都合により全国展開が来期に期ずれする見込みになったこと等により、売
上及び営業利益は計画を下回ることとなりました。
以上の結果、売上高は465百万円（前年同期比60.1％減）、営業利益は22百万円（前年同期比93.7％減）となり

ました。

③ＥＣソリューション事業
ＥＣソリューション事業においては、B2B向けECサイト構築パッケージ「EC-Rider B2B」の開発及び販売に注力

いたしました。
収支につきましては、事業立ち上げのため、開発費が先行して発生しており、営業損失を計上することとなり

ました。
以上の結果、売上高は6百万円、営業損失は8百万円となりました。

（2）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ179百万円減少し、1,293百万円となりまし
た。主な増減要因は、売掛金の減少（74百万円減）、現金及び預金の減少（188百万円減）並びに仕掛品の増加（34
百万円増）であります。
負債は、前連結会計年度末と比べ44百万円減少し、869百万円となりました。主な増減要因は、借入金の返済によ

る減少（31百万円減）であります。
純資産は、前連結会計年度末と比べ134百万円減少し、424百万円となりました。主な増減要因は、四半期純損失

の計上(134百万円)であります。
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（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成26年５月19日の決算短信で公表いたしました通期業績予想を下回る見通しで
あることから、通期の業績予想を修正いたしました。
詳細につきましては、本日（平成27年２月12日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 974,563 785,998 

売掛金 166,342 92,320 

商品 6,788 13,758 

仕掛品 1,852 36,628 

その他 61,078 69,481 

貸倒引当金 △300 △200 

流動資産合計 1,210,324 997,987 

固定資産    

有形固定資産 1,911 6,279 

無形固定資産    

のれん - 14,737 

その他 1,562 12,586 

無形固定資産合計 1,562 27,324 

投資その他の資産    

長期貸付金 75,000 75,000 

投資不動産（純額） 219,604 218,740 

その他 39,491 43,451 

貸倒引当金 △75,000 △75,000 

投資その他の資産合計 259,095 262,192 

固定資産合計 262,569 295,796 

資産合計 1,472,893 1,293,783 

負債の部    

流動負債    

買掛金 32,303 24,540 

短期借入金 541,162 504,378 

未払法人税等 25,146 34 

引当金 - 3,650 

その他 67,303 86,426 

流動負債合計 665,915 619,029 

固定負債    

長期借入金 235,540 240,752 

その他 12,979 9,994 

固定負債合計 248,519 250,746 

負債合計 914,434 869,776 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,205,123 1,205,123 

資本剰余金 1,195,798 1,195,798 

利益剰余金 △1,841,188 △1,976,119 

自己株式 △1,275 △1,275 

株主資本合計 558,458 423,527 

少数株主持分 - 478 

純資産合計 558,458 424,006 

負債純資産合計 1,472,893 1,293,783 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 1,591,239 897,074 

売上原価 1,083,109 697,795 

売上総利益 508,129 199,279 

販売費及び一般管理費 277,167 342,146 

営業利益又は営業損失（△） 230,962 △142,867 

営業外収益    

受取利息 1,142 1,190 

受取賃貸料 1,600 1,600 

為替差益 9,628 19,068 

その他 112 106 

営業外収益合計 12,483 21,965 

営業外費用    

支払利息 10,509 9,448 

不動産賃貸原価 3,806 3,783 

持分法による投資損失 416 - 

その他 894 450 

営業外費用合計 15,626 13,682 

経常利益又は経常損失（△） 227,818 △134,584 

特別利益    

投資有価証券売却益 7,249 - 

特別利益合計 7,249 - 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
235,067 △134,584 

法人税、住民税及び事業税 42,645 1,173 

法人税等合計 42,645 1,173 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
192,422 △135,758 

少数株主損失（△） - △827 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 192,422 △134,930 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
192,422 △135,758 

四半期包括利益 192,422 △135,758 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 192,422 △134,930 

少数株主に係る四半期包括利益 - △827 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 
  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２  

コンサルティング 
＆ソリューション事業 

サービス事業 

売上高          

外部顧客への売上高 424,610 1,166,628 1,591,239 － 1,591,239 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ － － － － 

計 424,610 1,166,628 1,591,239 － 1,591,239 

セグメント利益 23,564 360,782 384,347 △153,384 230,962 

（注）１．セグメント利益の調整額△153,384千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社
費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 
  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）２  

コンサルティング 
＆ソリューション事業 

サービス事業 
ECソリューション 

事業 

売上高            

外部顧客への売上高 425,300 465,214 6,559 897,074 － 897,074 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

1,800 － 278 2,078 △2,078 － 

計 427,100 465,214 6,837 899,152 △2,078 897,074 

セグメント利益又は
損失（△） 

497 22,874 △8,754 14,617 △157,485 △142,867 

（注）１．セグメント利益の調整額△157,485千円は、セグメント間取引消去△515千円及び各報告セグメントに配分し
ていない全社費用△156,969千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で
あります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項
 当第３四半期連結会計期間において、第三者割当増資引受けにより子会社化した株式会社イーシー・ライダー
（平成26年11月１日付で「株式会社DRAGON TECHNOLOGY」より商号変更）の事業を「ＥＣソリューション事業」と
して、当第３四半期連結会計期間より、新たに報告セグメントの区分に追加することといたしました。
 「ＥＣソリューション事業」は、B2B向けECサイト構築パッケージ「EC-Rider B2B」の開発及び販売、並びに本
パッケージ導入に係るコンサルティングやシステム開発及び保守を行っております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
 前項のとおり、「ＥＣソリューション事業」において、株式会社イーシー・ライダーを子会社化したことに伴い
発生したのれんの額は、当第３四半期連結累計期間において15,245千円であります。
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